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国際 日本文化研究セ ンター共 同研究 「古代東 アジア交流の総合的研究」 において
は,多 くの最新の研 究成果 の発表 をいただ き,充 実 した討論を行 うこ とがで きた。
最後にそれ らの意義につ いて私見 をのべて,本 報告書 の終章 としたい。
1.日 本都城 国際研究
日本文化 を国際的 ・学際的 ・総合的 に研究する ことは,日 文研 にお ける共同研究
会の一大特色 であ り,私 が主宰 した 「古代東 アジア交流の総合的研究」において も,
鋭 意 この課題 を追究 した。 ご承知 の通 り,古 代 の都城 を含む 日本文化の源 流の多 く
は,古 代 の中国にあったので,比 較 の方法に よって古代 中 日の文化交流 を研 究す る
ことが不 可欠 であると思 う。
例 えば,694年(持 統8)に 遷都 した 日本 史上最初 の条坊制 を布いた本格 的な中
国風の都城 である藤原京 と710年 に建て られた平城京 は,い ずれ も古代の 日本 の代
表的な都城 に属す るものであるが,そ の都城 制の模倣対象(モ デル ・原型)が,中
国の南北朝 時代の都城 であるか,隋 唐時代の長安城 ・洛陽城 であるか とい う問題 の
検討 が重要 である。
この点について は,中 日の学界で20世 紀の初 めか ら比較研究が始ま り,今 に至
るまで主に三っ の学説 が存在 してい る。
第1の 学説 は,1907年 に関野貞氏が提案 された学説 である。関野氏は 中国の隋唐
時代の都 であった長安城 ・洛 陽城 と日本の平城京 を比較 し,長 安城が 日本 の都城 の
模倣 対象 になった可能性 が高い,と い う説 を提案 した。
1978年 には,北 京 大学教授:,考 古学者であ り,私 の指導教官 である宿 白先生 が第
2の 学説 を提案 され た(「 隋唐 の長安城 と洛陽城 」『考古』1978-6)。 この学説では,
日本 の平城京 の模倣対象 は,隋 唐 の長安城だけではな く,洛 陽城 も含まれてい ると
す る。具体 的に言 うと,平 城京 は長安城 と洛陽城 の両方 の優れた ところを混ぜ て模
倣 した都城 である とい う学説 である。
次 に1980年 代に入 る と,1986年 に亡 くな られた京都大学名誉教授 ・橿原 考古学
研 究所前所 長の岸俊男氏が,第3の 学説 を提出 され た。岸氏の学説で は,第1,第
2の 学説 と比べる と大 きく異なっていた。岸氏の研 究によると,日 本の藤原京 の模
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倣対象 は,い ずれ も隋唐 時代 の都城 ではな く,ず っとそれ以前の3世 紀か ら6世 紀
の問の三国両晋南北朝時代 の都城であった と考 えたのである。岸氏 の研究に よると,
藤原京 と平城京 との問には,非 常 に密接 な関係 があ り,「藤原京は,実 際に平城京 の
原型 であ り,後 者はただ前者 が場所 を移動 し,面 積 を拡 大 したものにすぎない」 と
した。
しか し岸氏 の学説は,1997年 以来の発掘資料 に よって,次 第 に弱 くなってきてい
る。即ち,藤 原京の面積 は,岸 氏の復元 の範 囲よ りも広 くなる とい うことがわか り,
近年,奈 良文化財研究所小澤毅研究員は,「藤原京の成 立 と構造 をめ ぐる諸 問題」と
い うタイ トルで藤原京に関す る研究の成果 を発表 し,第3回 共 同研究会で詳 しく論
じていただいた。つま り,「まず,そ の中心 をなす藤原宮 は,東 西928m(2,600大
尺),南 北907m(2,550大 尺)の 広い空間を,瓦 を葺いた堀立柱の大垣で囲み,内
部に多数 の建物が計画的に配置 されていた。天皇 の住まいである内裏,政 治 ・儀i式
の場 である大極殿 ・朝堂をは じめと して,さ ま ざまな役所 がお かれた もの と推定 さ
れる。そ して,大 極殿 ・朝堂な どの 中枢部や,大 垣 に開 く門は,礎 石上に建 つ瓦葺
き建物 となった。その柱 は赤 く,窓 は緑色 に塗 られ,飾 り金具 が金色 に輝 いていた
ことだろ う」 とい う。また,「藤原京 の京域 は,東 西南北に,そ れぞれ直線道路 を規
則 的に通す ことによって,条 坊 と呼ぶ方 眼状 の町割 りが行 われ ていた。道路で囲ま
れた方眼 の:最小単位 は約133m(375大 尺)四 方で,こ れ が条坊制の1町 にあた る。
同様 の町割 りは,以 後,平 城京や長岡京,平 安京 な どの 日本都城 に例外な く引き継
がれてい くことになるが,そ のは じま りは藤原京 にあった」 とい う。実はそればか
りではな く,藤 原京 は宮城 だけがあ り,そ の廓城(羅 城)も な さそ うで ある。
このよ うな詳細 なデー タか ら,小 澤氏は じめ多 くの 日本の都城研究者 は,藤 原宮
の模倣原型 は 『周礼』考古記 の 「三礼図」であった と推測す るよ うになって きてい
る。 このよ うな議論がな され る中で,藤 原京 の本格 的な研 究 と模倣原型 の探求が,
さらに活性化 してい く と思 う。
さ らに第2回 共 同研究会においては,妹 尾 達彦 氏に 「隋唐の長安 と洛 陽一 城内に
お ける官人居住地 の変遷 を手がか りに一 」,田 中俊明氏に 「朝鮮三国の王都」,小 嶋
芳孝氏に 「渤海 の遺跡 分布 と都城」,新 宮学氏に 「近世 中国の都城建設過程一 大都 ・
中都 ・南京 ・北京一」 を発表いただき,東 アジア都城 についての最新 の研究成果が
網羅 され た。 また第3回 共同研究会で は小澤氏の発表 に加 えて,林 部均氏 に 「飛鳥
宮の形成 とその構造」,井上和人氏 に 「平城京 形制研究 の現段階」,橋本義則氏に 「長
岡京 と平安京成 立の諸 問題 」 を発表いただき,日 本 古代 の都城について も最新 の研
究成果 が提供 され,活 発 な議論 がな された。
これ らに よって,今,東 アジア古代都城 の総合的な認識が,一 新 され る段階 にあ
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る と 思 う。
2.吐 故納新 與時倶進
「吐故納新」 とは,古 い もの を吐 き捨 て,新 しいものにな るとい う意 味であ る。
「與時倶進」 とは時代 と共 に進 歩す る とい う意 味で ある。考古学 の学問 もまった く
同 じである と思 う。 っま り,時 代 の発 展 と変化 に従 って,研 究 の方法論 と研究 の手
段 も時代 と共 に進歩す るはずで ある。
例えば,以 前の 中 日考古研究者 は,考 古学 とは遺跡や遺物 に よって,古 い時代 の
人類 の生活 ・文化 を研究す る学問 と認 識 してきた。陶磁器 ・唐三彩及び鏡 な どを研
究対象 とす る場合に も,従 来は類型学 と紋様 学方面か らだけ検討 して きた。1990年,
私 を含む 四人 の西北大学考古学研 究者 は奈良教育大学三辻利一先生 をはじめ とす る
四人の理化学研究者 と共同 して,鞏 県與窯の資料 について 「東 アジア の陶磁器 の流
通 と伝播」 とい う課題 で共同研究 を行 った。その結果,胎 土 と釉薬 の化学分析 を通
じて,中 国の唐三彩 と 日本 の奈良三彩 との問の差異が はっき りし,河 南省鞏県窯 と
陝西省耀州窯及び他 の地方窯 の産品 も識別でき るよ うになった。 もし日本 で,中 国
の唐 三彩 を発見 した ら,こ の方法で 中国の どの窯 の製品に属す るのか を,判 別す る
ことができる。
第4回 共 同研究会では,奈 良文化財研究所杉山洋氏が高松塚古墳やその他 の 日本
の古代の墓 か ら出土 した海獣葡萄鏡 について,成 分 の分析か ら中国製 品と日本製 品
を判別 できる と発表 した。勿論,陶 磁器 ・紙 をは じめ とす る他 の多 くの種類 の資料
について も分析で きるはず である。
また同 じく第4回 共同研 究会で宇野 隆夫氏が発表 した 「漢皇帝陵の設計 ・配置原
理 と漢長安城」 と題 した新成果 も注 目され る。例えば,私 た ちの 目で漢皇帝陵 と漢
長安城 を観察す るだ けでは,そ の総合 的な理解に限界が あるに違 いない。宇野教授
の考古学GIS(地 理情報 システム ・空 間科学)は,GPSやGISを 使 って人類 の時空
情報 を収集 して分析す るものであ り,こ の課題について は漢長安城 ・漢皇帝陵が統
一的な設計原理 によって関中平野 に配列 された と提言 した。 この研究 は,中 国漢代
の研究 としてだけではなく,日 本 の藤原京 ・陵墓 ・官道 の設計に もつ なが る大きな
成果 を得 た と,私 は堅 く信 じている。
3.戸 枢 不蠹 流水不腐
くるる
「戸枢 不 蠹 」の 「枢 」 とは虫 に食 わ れ な い とい う意 味 で あ る,「 流 水 不腐 」 とは,
い つ も動 い て い るも の は腐食 しな い とい う意 味で あ る。 この こ とは考 古 学 で も他 の
学 問 分 野 で も同 じはず で あ る。
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4年 前 の2004年4,月 頃,陝 西省 のある建築会社が西安市の東郊外でシ ョベル カ
ーに よる不法 工事 を していた時,偶 然 に古代の長安 で死去 した在唐の 日本人 留学生
の井真成 とい う人物 の墓誌 が発見 された。 このよ うな墓誌 は初 めての発見であ り,
中 日の学界 でず っ と注 目されてきた。
私は第1回 共 同研究会で,井 真成 とい う人物 の改名(日 本名)に ついての,研 究
成果 を発表 した。この点につ いては,国 学院大学鈴木靖民教授 の 「井上説 」,奈 良大
学東 野治之教授 の 「葛(藤)井 説」,私 の 「唐名説 」,中 日関係 史学会副会長 張雲方
氏の 「情真誠説」,古 田史学の会事務 局長 の古賀達也氏 の 「九州王朝説」,室 伏氏 を
中心 とした 「越境 の会」の 「和姓説」な どがある。 しか し,学 問を研究す る場合,
推測 よりもむ しろ文献の記載 を重視す ることが大事で ある。
阿倍仲麻 呂(仲 満)の 中国名 「朝(晁)衡 」は,彼 自身が 自分 のた めに改名 した
名 前である。『旧唐書』巻119上 「東夷列伝」の記載 による と,「其の偏(副)使 朝
臣なる仲満 は,中 国の風 を慕って,因 って留ま り去 らず,姓 名 を改めて朝衡 と為す」
とあるのは,そ の改名 の証拠である。また,中 日交流史上におい て,井 真成以外 に,
も う一人 の 「井イ求替」 とい う人物 が存在 した。 この人は下痢のため唐時代の揚州 で
死亡 した第19次 遣唐使船 の船師佐伯金成 の慊従であった。この人物 については,円
仁 の 『入唐求法巡礼行記 』の唐 開成3年(日 本:承 知5年,西 暦838年)8.月18
日条 に明 らかな記載が残 っている。
ここで注 目すべ きは,井 真成や井イ求替の改名 は,何 れ も遣唐使派遣 と関係 が あっ
た らしい とい うことであ る。 そ して これ らを全体 として研 究す ることか ら,古 代の
日本人 が どのよ うな原理で改名 したか を明 らかにできる と信 じている。
第1回 共 同研究会 においては,矢 野建一氏に 「井真成研究一 その後 の動 向」 を発
表いただ き,ま た気賀澤保規氏 ・土屋 昌明氏か らはそれぞれの発表 をいただ くと同
時に,こ の研究課題 についての貴重 なご意見を賜 った。特 に気賀澤保規氏 は,井 真
成墓誌 が中国墓誌 の中で非常に特殊 な性格を もっもので あることを強調 され,今 後
の研究 の課題 を明確 にされた。
4.不 同課題 総合研究
第5回 で は,東 アジアの文物交流 として,川 崎保氏 に 「縄文時代 の玉製 品に見 ら
れる大陸文化 の影響」 を,関 清氏 に 「東アジアにおける 日本列島の鉄生産」 を発表
いただいた。 この分野は,課 題 が多岐 に亘 るが,東 アジア交流が途切れ た時代 はほ
とん どない のであ り,そ の通 時代的 な研 究の重要性 が明 らか になった と思 う。
以上 のほかに も,第4回 共同研究会で は門 田誠 一氏 に 「朝鮮三国時代墳墓 にみ ら
れる中国文化 と思想」,豊:田裕章氏 に「中国にお ける都城 の概念 の変化 と日本の宮都 」
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付論:阮 謳撰 『周室王城 明堂宗廟 図』 について,高 瀬奈津:子氏に 「唐後半期 にお
ける財政政策 の方向性 と政策決定の場 について」を発表いただき,第5回 共同研究
会では,ア レキサ ンダー ・ヴォヴィン氏 に 「神 聖の剣 と魔法の領 巾一言語学 と歴史
学の接点一」,馬 場基氏 に 「古代 の交通」を発表いただいた。 これ らは,史 料 に基づ
いた研 究,あ るい は史料 に精通 した考古学研 究であ り,今 後,ま す ます学際的な研
究の役割 が高 まってい くであろ うこ とを確信す る。
以上で述べ たこ とは,私 が主宰 した共 同研 究会の成果 のごく一部 であ り,ま た多
様な研 究発表 について,活 発 な議論 を重ねていただいた。学際的な研究者が定期 的
に集ま り,国 際的 な課題 について総合的 に議論す るとい うことは,実 際 には非常に
難 しい ことである。そのため本共 同研究 の成果は,非 常 に大 きかった。 この よ うな
共 同研究を発展 させてい くことをこころよ り祈 り,終 章 と為 したい と思 う。
2007年12月2日(日)
国際 日本文化研究 センター ・第3共 同研究室
第4回 王共同研究会 にて
